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巻 頭 言

筆者は、リハビリテーションプログラムに「園
芸療法」を取り入れて、その効果も数多く出てお
り度々発表しています。
園芸療法の先進国といわれるイギリスでは、高
齢者が老人の施設に入所する第一の理由は、自宅
での園芸作業ができなくなったことが第一の原因
であり、約85％を占めるとのことであります。
イギリスには過去に自国の森林に浸食を加え国
土が自然を失ったという反省を含めて、近年はど
この家庭にも必ずイギリス庭園と呼ばれる庭が門
前にある。この庭を手入れする作業場所が庭園の
２倍もする面積を持ち、各戸の裏にあり作業を行
い作業が出来なくなったら個人での生産をあきら
めて施設入所するとのことであります。
筆者の自宅の庭は少々広い土地が高上30 ～
40mの傾斜地にあり、そこには春一番に白い木蓮
が花をつけ、蝋梅が同時に黄色い花をつけます。
その後は、梅・桜・桃など“なり木”が次々開
花、結実し、これらの果物はさくらんぼにはじま
り梅・桃など30種類以上に及び、子どもたちを喜
ばせたものでありました。
しかし、筆者らも年を経るに従って庭の造り方
や楽しみ方はいろいろ変化してくるのです。
まずその変化について少し述べますと、自宅が
建築される数年前にこの土地の“ささ竹”に白い
花が一面に咲き、その後30年以上竹藪は殆ど育っ
ていなく、庭の手入れとしては大変助かったと
思っています。

次に、我家が神戸市でも遅かったのですが、水
洗便所に転換する際、手違いがあり、取り残され
た糞尿を手伝いの“オジさん”が傾斜地に始末を
したことがあります。そこに植えていた“無花果”
が数年間大きなおいしい実が生り続けたこともあ
りました。　
この時、有機肥料の有効性をつくづく思い知っ
たものです。その後、植物の育成には有機肥料と
呼ばれるものに頼っていたのですが、肥料には
チッソ成分・リン成分・カリの３成分から構成さ
れているのです。極端にチッソ成分の多いトマト
の肥料が生産されたり（桃太郎トマトのための肥
料）、更にはビルの中で、水と人工肥料と人工光
線による野菜の栽培は、IC機構による光合成の
調整により年中育成可能な鉄工所から畑工場への
転換など世の中もいろいろと変化しております。
筆者の庭もなり木の育成から四季それぞれに咲
き合う美しい、かわいい“花”数々を夕方シャン
ペンを片手に楽しむ鑑賞園芸に変わり、そこには
さくらんぼから栗まで実を楽しんでいるのは、子
どもたちではなく可愛い孫たちに変わってきてお
ります。
筆者らが更に高齢者と呼ばれる領域になります
と、妻は暑さ寒さの気温に閉口し、更に蚊などの
虫類を極度に嫌い、殆ど庭での鑑賞はなくなりま
した。
そこで、植物の栽培もこれまでは花や実がうれ
ていく姿を楽しんでいたものは止めて“切り花栽
培”に変わってきたのです。
妻には、開花をすれば自由に切って自宅や病院
の室内に飾り楽しんで貰うようにしたのです。
ところが、このような花や木の楽しみ方にも苦
労はつきものです。
筆者の妻は、かなりの“センスレディ”で色や
姿・形の組み合わせのセンスは直感的では素晴ら
しいのですが、彼女のセンスに合わせて長期間の
姿をもたすのが筆者の仕事でこれが難しいのです。
例えば、大きな松の木や孟宗竹も使いますし最
近では６月のビワのなり木を大胆に切り込み植え
込みました。
これらの樹木などの“水揚げ”はコンピュータ

内部障害のリハビリテーションと
園芸療法におけるバリアフリー

兵庫県病院協会　副会長
医療法人社団康人会
適寿リハビリテーション病院

会長　公文　康
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のネットによって調べるのですが、昨年の秋には
“もみじ”の木の水揚げの時、生の焼酎原液で充
分酔わせろとあり、首をかしげながら３升もの焼
酎を使ってみますと約３週間真赤な紅葉が来院者
を楽しませてくれました。
筆者夫婦の年齢が更に進むと高齢者の例にもれ
ず、体調もいろいろ変化するものです。
筆者は２・３年来、肺疾患による内部障害で現
在一般外来の仕事も減らし肺リハビリテーション
を行っております。
高低差（40m位）の多い我が家の庭園は呼吸器
のリハビリテーションにとって少々苦しいものが
ありますが、携帯酸素をかかえてのリハビリもそ
れなりの“様”になっているようです。
福地義之助順天堂大学教授及び植木純順天堂大
学教授の慢性呼吸器疾患のための「呼吸を楽しん
で健康増進」という著書には、呼吸器リハビリテー
ションに対して自宅全室イラスト入りで25種類以
上のバリアフリーの注意点を記載してくれており
ます。
筆者はリハビリ医として自分で考えて改善をし
ておりましたが約80％位は達成しておりました。
しかし、自分が当事者になってしまうと“ノー
マライゼーション”というものは難しいもので、
筆者が25年間にわたり、やかましく職員を指導し
てきたものが仕上がっておりません。
筆者は障害者としてADLの不足部分について
は健常者を100％に利用しようとするのですが、
なかなか両者共の“遠慮”も先に立ちがちです。
電動式階段昇降機の位置も決められた通りにお
いておかないと躓いたり、又、洗面所の椅子がたっ
た３㎝位しか違わないのに低いと息苦しさを感じ
ることも多いのです。
しかし筆者は、ノーマライゼーションは日本流
のノーマライゼーションであってもよいのだと考
えるようになりつつあります。（お互いにぎこち
ない気遣いの間柄であっても）
又、バリアフリーについては物理的な改善が中
心になります。（車イスでも電動自動車用の車イ
スから手軽い電動車イスへと身体の状況によって
変わってきます）

随 　 筆

兵庫県病院協会　理事
医療法人社団　甲友会
理事長　大村　武久

医療の変遷と医療連携

国民皆保険制度が1961年に導入され半世紀が経
過した。
1985年の第１次医療法改正（病床規制）以来、
５回の医療法改正と２年毎の診療報酬改定による
医療施策の誘導が行われ、この４半世紀で医療の
様相が激変していった。
その渦中で脳神経外科医として、又、病院経営
者として体験した事は数え切れない程あり、過去
を振り返る余裕すらなかったように思われる。
私が脳神経外科病院を開院した24年前（1988年
４月１日）は第１次医療法改正の３年後であり、
これから医療制度が変化していく始まりであっ

この40mの高低差の庭園を石段一つにしても園
芸療法用のバリアフリーを完成してやろうと挑戦
中であります。
どうも一番難しいのは酸素をいつでも、どこで
も、楽にどう取り込むかがの様です。又、手すり
にも色々工夫が必要の様です。
筆者に残された時間は分かりませんが、精一杯
前向きに生きていこうと思っています。
原疾患の治療のためのステロイド長期使用によ
る副作用はとめどもなく出てきますが、この点に
ついてはまた別の機会に発表しようと思っており
ます。
このバリアフリー庭園が完成しましたら報告し
たいと思いますのでご期待ください。
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た。それまでの医療は医師のモラルと信頼の上に
立って運営されていたが、モラルハザードによる
「医療の荒廃」や個々の医師の社会人としての未
熟さによる不祥事が次々に露呈し、行政による法
整備と指導がなされることとなった。
この頃の医療は医師の意識がある無しに拘わら
ず、患者さん本位の医療を提供しているとは言い
難い状況であった。そして医師同士、施設同士の
連携や協力も希薄であり、個々の医師の狭い世界
の中で医療が行われていた。
1992年の第２次医療法改正で機能分化の重要性
が認識され、1997年の第３次医療法改正でようや
く「医療連携」が明記されるに至った。ここで我々
医師が反省すべきは、行政からの指導や規制があ
るまで自らお互いの連携を深め患者さん本位の満
足度の高い医療を提供する努力や行動がほとんど
できなかった事である。我々医師は医療に関して
この国のリーダー的存在になる義務があったはず
であるが、大学では形ばかりの教養教育があった
のみで世の中の動き世間一般の人々の思考や常識
に暗く、自分達の狭い世界に閉じこもってグロー
バルな思考をすることができなかった訳である。
そして15年前に行政の方から「医療連携」とい
う言葉が提唱されるに至った。ただし、その中で
も名古屋市や熊本市ではその10 ～ 15年前より医
師会や病院中心の医療連携が始まっており、西宮
市医師会の病院部会の６人の病院長（県立、市立、
民間病院）が見学に行った時にはその先見性とグ
ローバルな考え方に目を見張ったものである。そ
の時の衝撃は大きく、西宮に帰ってからは病々病
診連携を推進させることを皆で決意したことを思
い出す。
開業医の皆さんもそれまでは親しい病院や元勤
務していた病院など狭い範囲での繋がりのみでの
連携であったが、当初戸惑いはあったものの徐々
に西宮市医師会を中心とした連携が深まっていく
ことになった。医療の専門化や複雑化、機能分化
が進めば進むほど、お互いの理解や信頼を深めて
繋がっていく必要があり、西宮市でも医療連携に
対する意識が極めて高くなったと考えている。
又、脳卒中や大腿骨骨折の連携も官主導で数年

前より始まり、連携パスの重要性はともかくとし
て、西宮市では急性期と回復期、療養型病院との
相互理解や信頼性は急速に構築されたのではない
かと思っている。
やはり官主導がないと現場の医療人同士ではな
かなか実行できないのであろうか。
西宮市病院部会（公立民間21病院）では平成13
年から年２回の病院連携懇親会を開催し、毎回医
師・コメディカル約120 ～ 150人の参加があり、
今年４月26日に第23回の病院連携懇親会を開催す
ることができ約150人（医師約90人）の参加があ
り盛況であった。
思えば平成13年１月に第１回の懇親会を開催す
るにあたり、果たして大勢の参加があるのかどう
か、継続することができるのかどうかと色々心配
したものである。10年を越えて継続し、毎回多数
の参加があることは主催者の一人として感慨無量
である。懇親会の内容は持ち回りの幹事病院が自
分の専門性・得意分野のアピールと講師を招いて
の特別講演であり、各病院の現状や得意分野を理
解してもらうには良い機会となっている。又、場
合によっては、開業医、病院勤務医、看護師、
MSWなど多職種間のパネルディスカションを行
い、様々な角度からの医療連携の検討を行うこと
もある。
この12年による医療連携の取り組みで確認でき
たことは、紹介状やメールなどのやりとりだけで
は充分な理解と信頼が生まれず、直にお互いの顔
を付き合わせて親密になり会話をするという人間
同士の基本的コミュニケーションが最も重要であ
るということである。そしてそういうコミュニ
ケーションを取れる場所と時間を作ることの重要
性を認識できた。
今後の問題は阪神間の６市（三田市を除く）の
連携をとり比較的広域での救急受け入れを初めと
するネットワークをどう構築していくかである。
兵庫県民間病院協会の吉田耕造会長が提唱され
ている兵庫県南部２次救急連絡協議会もその一つ
である。
吉田会長を中心として運営されている神戸市立
第２次救急連絡協議会は昭和54年に設立され、現
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兵庫県病院協会　理事
兵庫県立柏原病院
院長　足立　確郎

ふるさとの病院（県立
柏原病院）に赴任して

県立柏原病院がある丹波市は、篠山市の北に位
置した人口７万人弱の小さな田舎町であり、私の
ふるさとでもある。昨年４月このふるさとの病院
に、赴任し地元の開業医の先生方へのあいさつ回
りをした折は、思い出の地を随所に発見し非常に
懐かしい気持ちに浸されたものである。もともと
は、人口１万人前後の６つの小さな町（青垣町、
氷上町、市島町、春日町、柏原町、山南町）が合
併をして丹波市となったが、標高500 ～ 600mの

山々に囲まれた盆地に田畑が広がり、その中心を
川が流れる美しい田舎町である。大昔には恐竜（実
際に恐竜の化石が発掘され話題となっている。）
が闊歩していたらしいが、戦国時代のころには明
智光秀が丹波攻めを行い、地元の豪族はすべて滅
んでしまった。母を篠山の八上城に人質に取られ、
丹波攻めの折にその母を殺された光秀は、丹波攻
めを命じた信長のことをどれほど恨んだであろう
か。その後光秀は、本能寺にて信長を討ち、しば
らくして、織田信長の弟である織田信包が柏原藩
の初代藩主になろうとは、歴史のめぐり合わせを
感じる。今でも、其の頃の戦いの跡や柏原藩の政
務の跡、織田家の墓所などを訪ねることができる
が、私はふるさとのこういった歴史を何も学ぶこ
となく、この地で生まれてから高校を卒業するま
での間、野山を駆け回って無邪気にすごしてきた。
今更ながら自らの不勉強を恥じ入り、改めて歴史
の舞台を訪れ、感慨を新たにした次第である。
この丹波市と篠山市を合わせた人口11万人が、
県内で最も小さな丹波二次医療圏でありその中核
病院が県立柏原病院である。以前は、40数名の医
師がおり、303床の病床はいつも救急患者であふ
れ、職員は目の回るほどの忙しさであった。その
病院が平成16年の新臨床研修医制度の始まりとと
もに、全国的に吹き荒れた医療崩壊の嵐をまとも
に受けてしまった。柏原病院の医師は一人去り、
二人去り、また大学からの医師の引き上げもあり、
医師数は20名まで減少した。それにともなって、
患者は周囲の町の病院（福知山、西脇、三田など）
へ逃れていき、入院患者数70名前後となった頃は、
病院崩壊がうわさされた。
そんな中、２人となってしまった小児科医の一
人が院長職につき、残った一人があまりの負担の
重さゆえ「私はもうこれ以上仕事を続けられない、
病院を辞めます」と宣言をした。彼の宣言は、地
元の新聞に取り上げられ、“柏原病院の小児科が
つぶれてしまう”とお母さん方の間で大騒ぎに
なった。こんな中から柏原病院の小児科医の忙し
くて厳しい現状が、地元の人たちに理解されるよ
うになり、「県立柏原病院の小児科を守る会」が
誕生した。「守る会」のメンバーは、小児科医の

在公民あわせて50病院が参加し、神戸市内の救急
受け入れに多大な貢献をされている。この阪神版
を作ることにより、救急受け入れの改善を図る必
要がある。
現在、尼崎医師会の高原会長を中心にして、医
師会、民間病院、県立尼崎病院、兵庫医大から委
員が出席し、医療IT化ワーキング会議を毎月１
回開催し、平成25年末までにITネットワーク（２
次救急、病診連携）を構築すべく努力している。
地域住民にとって救急医療の受け入れを改善す
ることは喫緊の課題であり、我々医療に携わる者
の重大な義務である。しかしながら救急をスムー
ズに受け入れるためには病々・病診・介護の連携
なくしては実現不可能である。この点から最終的
には急性期から在宅までのネットワーク構築が必
要となる。
このネットワーク構築にはハード面、そしてそ
れに携わる医療機関、医師の意識改革を要し、大
変な努力と労力を要すると思われるが、必ず実現
でき地域医療に貢献できるものと考えている。
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負担を少しでも軽くするために「コンビニ受診を
控えよう。」「かかりつけ医を持とう。」「お医者さ
んに感謝の気持ちを伝えよう。」という運動を広
めていった。この運動は、マスコミに取り上げら
れ舛添厚生労働大臣の柏原病院視察もあり、全国
的に有名となった。この後病院は、「守る会」に
関心をもった医師の赴任や神戸大学・丹波市・兵
庫県の支援を得て徐々に医師の数が増えていっ
た。現在、医師の数はようやく28名＋研修医５名
となり、入院患者数100名前後となって少しずつ
復調の兆しをみせている。しかしながら、地元の
期待に十分に応えられる状態ではなく、一つ間違
えばまたぞろ坂道を転げ落ちていく危険性をはら
んでいる。田舎の病院を管理するものは、いつも
崩壊の悪夢を見ながら毎日を過ごさざるを得ない。
日本の医療には、地域格差・診療科格差が厳然
として存在する。いまや都会の人気病院には、若

い医師があふれているが、田舎の病院にやってく
る若い医師はめったにいない。田舎では小児周産
期医療の危機、救急医療の危機が絶えず叫ばれて
いる。ヨーロッパにおいては、ジェネラリスト・
専門医の数とその配置が政府によって決められ、
地域の人の健康が守られていることを思うと、日
本の制度（医師は勤務する病院・専門とする診療
科・開業する場所を自由に選べる）は、田舎の医
療貧困を許容し田舎の衰退にまさに目を閉じてい
るとしか思えない。この４月に野田総理が柏原病
院の視察にこられ、このことを強く訴えたが、明
確な回答は得られなかった。日本のどこに住んで
いても、みんなが安心して十分な医療が受けられ
るようになる日はやってくるのであろうか？

理事就任挨拶

この度、馬殿前理事の後任として兵庫県民間病
院協会より推薦を受け、先日の総会でご承認いた
だき、兵庫県病院協会理事に就任させていただき
ました。県民間病院協会の理事は数年前よりやら
せていただいております。兵庫県病院協会と県民
間病院協会の合同理事会が年に２回開催されてお
りますので、顔なじみの先生方も多いので、ご指
導を賜りながら兵庫県病院協会の責務を少しでも
果たせるように努力いたします。よろしくお願い
いたします。
日本の国民医療費の70％は病院に支払われてい
るとのことでありますので、日本の主要な医療は

	 医療法人川崎病院

	 理事長　市原　紀久雄

病院が担っていると言えますが、病院の意見は医
療政策にも保険制度の上からも充分に反映されて
いるとはいえません。さらに民間病院は小規模な
施設が多く、行政からもあまり重要視されてはい
ないように感じております。今後は、公立病院の
先生方と協力して、病院医療の充実に微力でも貢
献できればと願っております。
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当院は、1970年に県政100周年記念事業として
全国２番目の小児病院として開設され、1994年に
周産期医療センターが、2007年に小児救急医療セ
ンターが開設され、「ハイリスク胎児とこども達
を守る砦」として小児・周産期の３次救急医療を
担っています。2009年には老朽化した「母と子の
教室」を改装し、２階に図書室、１階に院外医師
用の共同研修室を設けた ｢研修センター｣ を整備
して、地域医療支援病院の認定を受けました。
26診療科で構成され、稼働病床266床に対して、
医師140名、看護師480名で診療に当たっています。
現在、45名前後の患児が人工呼吸管理下にあり、
入院患児の５人に１人が人工呼吸器を要するとい
う総合病院では想像できない臨床が動いていま
す。老朽化した本館一般病棟に20台以上の人工呼
吸器が入り込む状況で、狭い４床部屋に複数台の
人工呼吸器が入り身の置き場がないほどの混雑で
す。また、ICUでは複数台の体外膜型人工肺
（ECMO）が動く状況となり、心臓血管外科手術
時には人工心肺が動くため、３－４台の人工心肺
が動くのと同じ緊迫した状況にあります。
当院の高度専門技能は国内29の小児総合医療施

設の中で瞠目される実績を有し、今では県外患者
が入院患者の約20％を占め、その半数は近畿圏外
（東北、関東、東海、中国、四国、九州）からの
患者さんです。小児外科では気管狭窄症、食道閉
鎖、心臓血管外科では複雑心奇形、脳外科では脳
腫瘍や二分脊椎、眼科では先天性白内障、整形外
科では先天性内反足、泌尿器科では尿道下裂など
難手術の紹介が多く、症例の宝庫といえます。循
環器科は血管狭窄に対するバルーン拡大術、心房
中核欠損のカテーテル閉鎖術などで実績を上げ、
血液・腫瘍科では血液腫瘍や小児がんの紹介が急
増し、小児がん分野で我が国トップランクの実績
を示しています。新生児領域でも1,000g以下の超
低出生体重児の患者数と生存率は我が国トップの
実績を有しています。小児救急医療センターは
PICU（４床）を核に「こども達の最後の砦」と
して３次救急の役割を果たし、産科は総合母子医
療センターとしてMFICU（６床）を中心にハイ
リスク胎児の管理と早産防止に実績を上げています。
安心・安全な高度専門医療を当初の建替え供用
開始の2017年度まで現施設で維持するのは難しい
と考え、早期建替えの必要性を機会あるごとに要
請して参りました。幸い、県当局のご理解により
兵庫県地域医療再生計画に組み入れる形で昨年６
月に建替整備基本構想が公表され、本年２月に建
替整備基本計画が発表されて、ポーアイ２期中央
緑地での移転建替が決まりました。2015年開院へ
舵をきって下さった県当局の英断に感謝で一杯です。
17年前の阪神淡路大震災時にポーアイ２期では
液状化は起こらなかったこと、ポーアイ１期では
液状化が起こったが道路走行に支障はなかったこ
と、その後に神戸大橋の耐震補強工事が施され、
港島トンネルが開通し出入口は平安初期（869年）
の貞観地震時にあったとされる２ｍの津波対策が
なされていることから、アクセスは防災面で大き
く改善されています。しかし、未曾有の大震災後
だけに、トンネル出入口の津波対策の一層強化を
要請していく所存です。

兵庫県立こども病院

院長　丸尾　猛

会員病院紹介
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移転地はポーアイ２期中央緑地の一角で、道路
面より５ｍ高く標高は約10mで、ポーアイで標高
が最も高い敷地です。想定外の大災害に対し、そ
こまで備えたのかと言われるほどに、移転地の地
盤強化を施し、耐震・免震装置はもとより、電源・
通信に対しても２重、３重の備えを施し、水と食
糧の十分な備蓄など盤石な備えで、患者さんとご
家族が安心・安全を実感できる新病院となるよう
働きかけねばと念じています。
移転地には、隣接して成人型総合病院・救命救
急センター、低侵襲がん医療センター、先端医療
センターがあります。こども達の検査、処置、手
術には麻酔が不可欠ですが、幸い当院には小児麻
酔科医が18名スタンバイしていますので、患児に
小児麻酔科医が寄り添い、隣接の救命救急セン
ターや低侵襲性がん医療センターへ動くことに
よって、現在の孤立した立地では救えない命も救
いたいと願っています。例えば、深部大血管損傷
を伴う多発外傷に対する動脈塞栓療法や川崎病に
よる心筋梗塞が起こった際の血栓溶解療法には、
救命救急センターでの放射線科エキスパートと当
院小児科医・小児麻酔科医の緊急協働が必要です。
隣接した立地で初めて可能になります。また、小
児がん患児に寄り添って当院腫瘍科医と小児麻酔
科医が隣接の低侵襲がん医療センターへ動き、こ
ども達の低侵襲がん治療を可能にし、晩期障害（生
殖機能の消失）や２次がん発生を抑え、小児がん
患者のQOLを高めたいと願っています。さらに、
救命救急センターに隣接した立地では、動脈塞栓
術等の処置により、メディアで報じられた前置胎
盤・癒着胎盤によるハイリスク妊婦や脳外科疾患
合併妊婦の救命につながります。
胎児・新生児救命のリスクはこども病院が担い、
母体救命のリスクは隣接の総合医療施設が担う補
完的で互恵的な機能連携は、母体と児の新たな救
命につながると信じます。また、当院で治療した
患児の多くが成人しキャリーオーバー患者が増え
ています。神戸大学病院との連携に加え、隣接医
療施設との連携が進めば、患者さんとご家族の安
心は一層高まります。集積と協働が大きな威力を
発揮します。

小児周産期の高度専門医療は、昼夜を問わず大
きなマンパワーを要し採算がとりにくい分野で
す。しかしながら、「待ち受ける医療」から「集
まる医療」へと姿勢を転換し、職員の病院運営へ
の協力によって、病床稼働率は2008年度86.7％か
ら2011年度91.3％へと上昇し、2008年度に当院開
設から39年目にして初めてプラスに転じた収支損
益は年毎に改善を示しています。これは優れた新
病院の設計・建設に向けた職員一体での底力が発
揮された証しです。
また、若手医療者のモチベーションとキャリア
アップを図るためトップランクの海外病院での研
修を支援しています。新生児・小児領域ではシア
トル小児病院へ医師・看護師を４週間派遣し、シ
アトル小児病院からは幹部スタッフを迎え当院で
ジョイント・セミナーを開催しています。産科領
域ではクリーブランドクリニックの産科部門と提
携し2010年から２週間のプリセプター研修を開始
しました。世界トップの医療施設での研修と交流
が刺激となり、最高の専門研修を受けるために多
くの医療従事者が集まり、最高の専門医療を受け
るために多くの患者さんが集まる病院になればと
願っています。
当院は医療施設からご紹介の患者さんのみを対
象とする３次施設ですので、皆さまのご支援が不
可欠です。今後とも信頼される医療を実践する所
存ですので、一層のご支援を賜りますようお願い
申し上げます。



（10） 2012. ７	 兵庫県病院協会会報	 夏季号

たずみ病院

医療法人社団せいわ会

理事長　小林　良平

昭和47年９月に兵庫県加古川市南部の別府町に
47床の病院として開設、昭和52年に医療法人せい
わ会を設立して以来、脳神経外科を中心とする病
院として地域での信頼を高めてきました。この間、
増床と改築を経て地域のニーズにこたえるととも
に、救急指定病院として第二次救急輪番を担当し、
急性期から療養までをカバーする病院として地域
医療の重要な役割を担うべく努力してまいりました。
そして、老朽化した建物を一新すべく、今年の
２月に尾上町に建替移転（新規開設）し、新生「た
ずみ病院」として新たなスタートを切りました。
新転地は旧病院からほど近く、広大な松林が広が
る浜の宮公園や遠くには播磨湾を望み、小中学校
に隣接した緑の多い環境に位置し、まさに地域に
安心と安らぎを提供する絶好の場所であります。
建物は鉄筋コンクリート造り５階建で、耐震性は
もちろん自家発電機の能力も向上し、災害時にも
安心して医療で貢献できるようになりました。こ
の移転を機に各種機器も最新式のものに入れ替え
るとともに、新たに透析や介護を必要とされる方
のニーズにこたえるなど、以下の病院理念を実現
し皆様に満足していただける地域の安心センター
を目指して歩んでいます。

病院理念　「地域に根差した医療を」
基本方針　・�地域医療に貢献し、質の高い医療を

めざします。
　　　　　・�患者さまの立場を尊重し、こころの

ふれあいを大切にします。
　　　　　・病院職員の資質向上に努めます。
これらの基本方針を達成するために、従来から
の脳神経外科における急性期の処置中心から回復
に重点を置いた脳血管リハビリテーションや運動
器リハビリテーションにも力を入れています。ま
た、心臓ペースメーカーの処置や心臓カテーテル
検査など循環器疾患への対応をより広げるため
に、最新式のデジタルアンギオ装置も導入しまし
た。さらにこの春から医師を増員し、上下内視鏡
検査をはじめとした消化器疾患への対応も充実さ
せたほか、血液疾患、糖尿病指導、漢方外来など
に対応できる幅広いスタッフをそろえて地域の多
くのニーズにこたえることができるようになりま
した。一方、新しく５階全フロアを利用した血液
浄化部門では最新式のオンライン透析にも対応で
きる装置を導入し、入院透析も可能であることか
ら、安心安全で快適な時間を過ごしていただける
ことで好評を得ています。そのほかにも診療時間
枠の拡大、肢体不自由な方の送迎や再診の予約な
ど患者さまへのサービス向上を図るソフト面での
改善も追求しています。さらに今後は健診活動や
地域の病診連携にも力を入れるなど「地域に根差
した医療」を追求していきたいと考えています。

────　病 院 の 概 要　────
理事長・院長：小林良平
診療科目：�脳神経外科・整形外科・外科・内科・

人工透析内科・泌尿器科・リハビリテー
ション科

許可病床数：�96床（一般49｟うちICU ４床｠、医
療療養47）

看護基準：急性期（10対１）
敷地面積：4606㎡、延床面積：6456㎡
血液浄化室：最大30床
患者用駐車場：敷地内66台（敷地外に予備駐車場有）
告示・指定：救急・労災・生保・自立支援医療指定
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主要設備：�手術室（２）、救急処置室、CT（64列）、
MRI（1.5T）、デジタル血管撮影装置、
上下内視鏡、Ｘ線TV、超音波診断装
置、トレッドミルなど

住所：〒675－0022
　　　兵庫県加古川市尾上町口里790番地の66
電話：079－456－2252、　FAX：079－456－2258
ホームページ：http://www.tazumi-hp.com

デジタルアンギオ装置

CT（64 列）

MRI（1.5T）

病棟スタッフステーション
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平成24年度（第62回）定期総会 議事録及び記念行事開催報告

平成24年度（第62回）定期総会及び記念行事は、
役員、会員病院、職員表彰受賞者並びに関係者
125名の参加を得て、次のとおり盛大に開催された。

１　平成24年度定期総会

平成24年度（第62回）定期総会は、６月16日（土）
兵庫県医師会館２階大会議室において、来賓とし
て、兵庫県健康福祉部長太田稔明様及び兵庫県医
師会長川島龍一様をお迎えし、兵庫県病院協会会
員、兵庫県知事感謝状受賞者、永年勤続病院職員
表彰者等多数のご出席を得て盛大に開催された。
開会に先立ち、事務局から会員数206名のうち、
表決委任を含めた出席者が145名であり会則に定
める総会の審議･議決に必要な定足数に達してい

ることが報告された。
定刻の午後１時30分、公文副会長が開会宣言を
行い、守殿会長の挨拶。引き続き、来賓の兵庫県
健康福祉部長太田稔明様から定期総会の開催にあ
たって、最初にご祝辞を賜りました。
続いて来賓の兵庫県医師会長川島龍一様からご
祝辞を賜りました。
引き続き、会則に従い守殿会長が議長を努め、
議事録署名人として丸尾常任理事、島津理事の２
名を指名された。
次に、大洞副会長が 「平成23年度事業報告」を
説明しました。
その後、議案審議に入り、大洞副会長が第１号
議案 「平成23年度収支決算」を説明。議長から監
査結果報告を説明し、第１号議案は原案どおり承
認されました。
第２号議案「平成24年度事業計画」及び第３号
議案「平成24年度収支予算」について大洞副会長
から提案説明、両議案を一括審議し、原案どおり
承認されました。
最後に、第４号議案「第32期役員（補充）の選
任の件」について、議長が提案説明に立ち、会則
第９条に「理事は総会において選任する」と規定
されていますが、いかが取り計らいましょうかと
諮ったところ、議場からの「議長一任」の声を受
け、議長から次のとおり、理事候補者の氏名を発
表し、異議なく承認された。
（理　事）医療法人川崎病院理事長 市原　紀久雄
以上、予定された議案全ての審議を終え、最後
に、公文副会長が閉会宣言を行い、滞りなく総会
が閉会した。
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２　�兵庫県知事感謝状贈呈式・永年勤続病院職員
表彰式

定期総会に引き続き午後２時15分から、永年に
わたり病院職員として勤務され、地域医療に貢献
された方々に対し、兵庫県知事感謝状贈呈式及び
永年勤続病院職員表彰式が行われた。
それぞれの受賞者のうち出席者の病院、氏名が
読み上げられた後、兵庫県知事感謝状については、
兵庫県健康福祉部長太田稔明様から、永年勤続病
院職員表彰については守殿会長から受賞者代表に
賞状と記念品が手渡され、両氏からお祝いの言葉
をいただいた。
なお、受賞者数及び代表受領者は次のとおり。
◎兵庫県知事感謝状	 47病院　102名
 　代表　明石市立市民病院　坂東靜子様
◎永年勤続病院職員表彰
 ①30年勤続	 76病院　250名
 　代表　神戸掖済会病院　藤原秀章様
 ②20年勤続	 108病院　553名
 　代表　明石土山病院　外山好子様

３　記念講演会
最後に、午後２時45
分から記念講演会を開
催した。
藤原副会長の開会挨
拶に引き続き、公文副
会長から講師の石井正
先生（石巻赤十字病院
医療社会事業部長）の
紹介の後、石井先生による　『東日本大震災への
対応』と題して、講演が開かれた。
講演内容は、石井先生は偶然にも大震災発生の
前月である、平成23年２月に宮城県災害医療コー
ディネーターに委嘱されておられました。大震災
以降、宮城県石巻医療圏で活動する救護チームを
統括され、昼夜を問わず八面六臂の大奮闘振りを、
被災状況の写真や各種データに基づき時系列で解
り易く講演していただきました。
改めて石井先生の豊富な知識と貴重な体験及び
実践を通じてのご講演に、参加者は災害医療の困
難性と今後のその方向性を示唆されたことに深く
感銘を受けていました。
最後に守殿会長からお礼の言葉と閉会の挨拶
があり、総会並びに関連行事は、すべて無事終
了した。
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本号が皆様のお手元に届くのはまさに梅雨
の最盛期ですが、公文副会長のお庭にはどの
ような花が咲き、どのような果実が熟れてい
るでしょうか。われわれの眼を楽しませ癒し
てくれる植物は、またわれわれ動物の吐き出
す二酸化炭素を利用して炭水化物と酸素とい
う生存にとって不可欠なものに転化し、われ
われはそれを享受させていただいているとい
う共存関係にあります。そもそも、例えばイ
ネとヒトとでは40％ものゲノムが共通とのこ
と。地上全ての生き物はルーツを同じくする
親戚同士、互いの存在なしには成り立たちま
せん。
お寄せいただいた論説からは、医療連携と
いう共通のキーワードが浮かび上がってくる
ように思います。それぞれの立ち位置から独
自性を発揮しつつ、自立と共存共栄を図る姿
です。大村理事の論説からは、医療連携とい
う言葉、というより概念そのものが一般化す
るずっと以前から今に至るまで連携に取り組
まれている先見性、継続性に改めて感服した
次第です。先人のご苦労があって今があるこ
とを実感いたします。柏原病院の足立理事か

らは、いまや全国的にも知られるようになっ
た「小児科を守る会」をご紹介いただきました。
地域医療を守り抜くことの困難と危うさに共
感を覚えるのは私だけではないと思いますが、
地域の支持なしに病院が存続し得ないのも事
実です。その一方、人員・設備に恵まれた大
規模病院といえども単独では存立しえません。
兵庫県立こども病院の丸尾院長からは、建て
替え計画を含め夢のある記事を紹介していた
だきましたが、相互補完的な連携もまた必要
であることを強調しておられます。新規建て
替えを完了された新生たずみ病院小林先生の
記事を拝読して、時代はようやく崩壊から再
生へと移る勢いを得た兆しではなかろうかと
感じているところです。
植物は梅雨から盛夏の時期に、枝葉を充実
させ花芽を準備すると聞いています。今回か
ら川崎病院の市原先生を新理事としてお迎え
することになりました。本協会、ならびに会
員病院各位のますますの充実と発展を祈念い
たします。

兵庫県病院協会理事・会報編集委員
金山良男（市立芦屋病院・院長）記
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